
〔書
評
〕

一

外
国
史
関
係
の
研
究
に
は
精
緻
な
論
証
を
行
い
な
が
ら
も
（あ
る

い
は
そ
れ
故
か
）、
極
め
て
限
定
的
な
結
論
、
ま
た
は
比
較
的
曖
味
な

（歯
切
れ
の
悪
い
）結
論
し
か
呈
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
少
な
く
な

い
。
外
国
史
で
は
、
限
定
さ
れ
た
史
料
を
正
確
に
取
り
扱
わ
ね
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
や
む
を
え
な
い
面
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
も
の
足
り

な
い
と
い
う
印
象
が
残
る
。
し
か
し
、
本
書
は
精
級
な
論
証
を
行
い

つ
つ
も
、
極
め
て
明
快
か
つ
歯
切
れ
よ
い
結
論
を
呈
示
し
て
い
る
こ

と
を
ま
ず
最
初
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
本
書
は
財
政

。
金
融
史
と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
内
容
的

に
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
我
が
国
で
こ
れ
ま
で
構
築
さ
れ
て

き
た
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
制
論
の
見
直
し
の
必
要
性
を
迫
る
問
題
提
起

を
行
っ
て
い
る
。
絶
対
王
制
期
の
国
家
形
態

・
支
配
秩
序
あ
る
い
は

社
会

・
経
済
構
造
が
中
世
（封
建
）的
か
近
代
的
か
と
い
う
論
点
は
古

く
て
新
し
い
議
論
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
制
史
的
に

は
近
世
国
家
と
は
封
建
国
家
の
最
終
段
階
で
あ
る
と
い
う

一
応
の
結

論
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
政
治
革
命
の
み
な
ら

ず
社
会
革
命
の
性
格
も
帯
び
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
歴
史
的
意
義
が
い

っ
そ
う
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
く
に

一
七
九
三
～
九
四
年

の
山
岳
派
独
裁
は
、
革
命
前
後
の
国
家
権
力
の
鋭

い
断
層
η
明
瞭
な

断
絶
し
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な

断
絶
論
は
国
家
形
態
の
み
な
ら
ず
、
全
般
的
に
強
調
さ
れ
す
ぎ
た
き

ら
い
が
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、　
一
七
世
紀
末
か
ら

一
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
（ル
イ

一

四
世
末
期
～
ル
イ

一
五
世
初
期
）
の
フ
ラ
ン
ス
の
財
政

。
金
融
に
関
し

て
、
著
者
に
よ
っ
て

一
九
七
九
～
九
三
年
に
研
究
雑
誌
に
個
別
に
発

佐
村
明
知
著

『近
世
フ
ラ
ン
ス
財
政

・
金
融
史
研
究

絶
対
王
政
期
の
財
政
。金
融
と

「ジ
ョ
ン

。
ロ
ー

・
シ
ス
テ
ム
Ｌ

後

一早
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表
さ
れ
た
七
本
の
論
稿
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
時

期
は
リ
ヨ
ン
金
融
恐
慌
貧

七
〇
九
年
）か
ら

「
ジ
ョ
ン

・
ロ
ー

・
シ

ス
テ
ム
責
以
下
、
「
シ
る
ア
ム
」
と
略
記
）
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
り
、

経
済

。
金
融
危
機
の
み
な
ら
ず
財
政
危
機
が
深
刻
化
し
た
時
期
で
あ

る
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
の
分
析
を
軸
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。
こ
れ
ら
諸
論
稿
は
共
通
し
た
問
題
関
心
と
研
究
方
法
が
貫
か

れ
て
お
り
、
全
体
で

一
つ
の
ま
と
ま

っ
た
研
究
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
の
た
め
に
新
た
に

「序
」
と

「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
が
加
え

ら
れ
て
お
り
、
著
者
の
研
究
意
図
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に

後
者
に
お
い
て
著
者
自
ら
が
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
総
括
す
る
と
と

も
に
、
明
快
な
結
論
を
下
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
の
小
文
で
は

一

般
の
書
評
の
よ
う
に
本
書
の
構
成
や
内
容
を
詳
細
に
は
紹
介
し
な
い
。

評
者
の
関
心
に
照
ら
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
絞

っ
て
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

我
が
国
で
は
、
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
財
政

。
金
融
史
の
研
究
は
決
し

て
豊
富
で
は
な
い
し
、
本
書
の
よ
う
な
ま
と
ま

っ
た
研
究
書
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
と
く
に
財
政
史
は
、
史
料
状
況
の
点
や
、
絶
対
王
制
の

財
政
機
構

・
租
税
体
系
の
複
雑
性
に
よ
る
理
解
の
し
に
く
さ
な
ど
の

困
難
性
が
他
の
分
野
に
比
較
し
て
大
き

い
こ
と
が
左
右
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
進
展
し
て
き
た
財
政
史
研
究
は
、
絶
対
王

制
の
王
国
財
政
が
慢
性
的
赤
字
状
態
で
あ

っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ

は
構
造
的
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
た
び
た
び
財
政
危
機
が
生

じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
財
政
収
支
の
不
均
衡
の
原
因

論
や
租
税
収
入
構
造
の
解
明
が
研
究
の
焦
点
と
な
っ
た
。
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
王
国
財
政
が
長
期
的
に
（大
革
命
直
前
ま
で
）存
続
で
き
た

こ
と
が
、
む
し
ろ
不
可
思
議
で
あ
る
と
し
、
「
不
均
衡
財
政
シ
ス
テ

ム
」
の
持
続
性
の
謎
に
迫
ろ
う
と
い
う
方
向
が
始
ま

っ
た
。
す
な
わ

ち
、
財
政
赤
字
を
穴
埋
め
す
る
手
段
は
何
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
、　
一
つ
は
資
金
調
達
の
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ

ち
国
家
債
務
の
膨
大
な
額
の
創
出
、
も
う

一
つ
は
実
際
に
資
金
調
達

に
従
事
す
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
「
コ
ミ
ｏ」ｏお
（国
王
の
金
を
取
り
扱
う
人
の

意
、
本
書
で
は

「政
府
金
融
業
者
」
と
呼
称
）
の
活
動
の
実
態
解
明
に

研
究
の
焦
点
は
移
っ
て
い
る
。

本
書
も
こ
の
よ
う
な
視
点
に
着
目
す
る
が
、
従
来
の
研
究
視
角
が

主
と
し
て
財
政
部
門
の
み
で
考
察
す
る
の
に
対
し
て
、
本
書
の
斬
新

な
と
こ
ろ
は
財
政
の
み
な
ら
ず
当
時
の
金
融

。
経
済
の
マ
ク
ロ
的
状

況
を
大
き
く
視
野
に
入
れ
て
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

分
析
の
方
法
と
し
て
マ
ル
経
あ
る
い
は
大
塚
史
学
的
方
法
で
な
く
近

代
経
済
学
的
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

さ
て
、
王
国
財
政
の
資
金
調
達
シ
ス
テ
ム
と
は
、
要
す
る
に
長
期
債

務
に
し
ろ
短
期
債
務
に
し
ろ
政
府
金
融
＝
公
信
用
の
拡
大
を
も
た
ら

す
。
そ
れ
故
、
公
信
用
の
実
態

・
機
能

・
影
響
の
解
明
が
不
可
欠
と

な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
経
済
の
マ
ク
ロ
的
景
況
を
考
慮
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
本
書
は
、
公
信
用
の
急
激
な
膨
張
は
金
融

・
経
済
に
複
雑
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な
影
響
を
与
え
た
は
ず
だ
と
い
う
視
点
と
、
財
政
政
策
的
意
図
か
ら

当
時
頻
繁
に
実
施
さ
れ
た
正
貨
の
法
定
相
場
政
策
（引
上
げ
と
引
下
げ

の
繰
り
返
し
）
に
着
目
し
、
こ
の
結
果
生
じ
た
金
融
状
況
が
逆
に
公

信
用
を
規
定
し
た
は
ず
だ
と
い
う
視
点
の
、
二
つ
の
前
提
に
基
づ
い

て
金
融

・
信
用
市
場
の
動
向
の
分
析
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
中
央

と
地
方
の
相
互
関
係
（資
金
・貨
幣
循
環
）お
よ
び
国
庫
と
フ
ィ
ナ
ン
シ

エ
の
相
互
関
係
（王
国
財
政
の
協
業
的
運
営
）
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。

三

我
が
国
の
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
財
政

・
金
融
史
研
究
の
中
で
こ
れ
ま

で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
た
の
は
、
故
赤
羽
裕
氏
に
よ
る
諸
研
究
で
あ

っ
た
。
赤
羽
氏
の
問
題
設
定
は
、　
一
七
世
紀
の
社
会

・
経
済
と

一
人

世
紀
の
そ
れ
と
の
対
立
、
都
市
と
農
村
の
対
立
、
前
近
代
と
近
代
の

対
立
と

い
う
よ
う
に
基
本
的
に
は
二
項
対
立
的
立
場
に
立
脚
す
る
。

フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
＝
独
占
的
金
融
業
者
（金
融
独
占
）
の
閉
鎖
性

・
独
占

性
を
指
摘
し
、
彼
ら
の
王
国
財
政
へ
の
寄
生
（構
造
的
癒
着
）が
赤
字

体
質
の
元
凶
で
あ
る
と
す
る
。
彼
ら
が
財
政
機
構
を
内
外
と
も
に
侵

食
し
、
国
庫
は
破
綻

へ
の
不
可
逆
的
コ
ー
ス
を
進
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
は
ま
さ
に
金
融

・
財
政
危
機
を
利

用
し
て
さ
ら
な
る
貨
幣
蓄
積
を
拡
大
す
る

「前
期
的
資
本
」
で
あ
り
、

ま
た
、
政
府
金
融
は
財
政
自
ら
の
首
を
絞
め
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
存
在

に
す
ぎ
な
い
。　
一
人
世
紀
初
頭
の
危
機
の
時
期
に
ジ
ョ
ン
＝
ロ
ー
が

登
場
し
、
金
融
独
占
を
崩
し
、
金
融
危
機
を
解
消
す
べ
く
発
券
銀
行

を
設
立
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
シ
ス
テ
ム
」
と
フ
ィ
ナ
ン
シ

エ
の
対
抗
関
係
を
設
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。

政
府
金
融

・
公
信
用
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
赤
羽
氏
に
限
ら
ず
ネ

ガ
テ
イ
ヴ
に
と
ら
え
る
見
方
が

一
般
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
長
期
（固

定
）債
務
と
し
て
は
、
官
職
債
と
年
金
公
債
（ラ
ン
ト
公
債
お
ヽ
お
）が
主

要
部
分
を
占
め
る
。
前
者
は
官
職
売
買
と
相
続
可
能
を
前
提
と
し
た

売
官
制
（で９
ミ
３

に
基
づ
く
官
職
の
物
権
化
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は

絶
対
王
制
の
官
僚
制
の
前
近
代
的
性
格
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、
地
方

長
官
（ョ
ご
き
ヽ
こ
を
は
じ
め
と
す
る
直
轄
官
僚
↑
８
】ヨ
諄

計ヽ

）
の
近

代
的
性
格
と
対
比
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
後
者
は
購
入
者
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
実
業
活
動
か
ら
遊
離
し
て
い
く
こ
と

と
の
相
関
性
か
ら
、
彼
ら
の
保
守
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
長
期
債
務
の
増
大
は
シ
ャ
ル
ジ

ュ
支
出
Ｓ
ヽ
颯
３

、

す
な
わ
ち
債
務
利
子
（官
職
給
与
鍵
『
●
十
公
債
利
子
）
の
増
大
を
も
た

ら
す
。
シ
ャ
ル
ジ
ュ
は
あ
ら
か
じ
め
特
定
租
税
収
入
か
ら
控
除
さ
れ
、

残
り
が
国
庫
に
納
入
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
増
大
は
直
ち
に
実
質
租
税

収
入
の
激
減
に
帰
着
す
る
。
そ
の
た
め
、
国
庫
の
赤
字
分
を
補
壇
ず

る
た
め
、
再
び
長
期
債
務
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
債
務
の
拡

大
再
生
産
と
い
え
る
。
次
に
、
短
期
（流
動
）債
務
が
日
常
的
な
国
庫

の
資
金
繰
り
の
手
段
と
し
て
各
種
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
急
増
は
流



通
価
格
の
暴
落
を
も
た
ら
し
、
資
金
需
要
の
開
塞
化
を
引
き
起
こ
し

た
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
国
家
債
務
の
激
増
に
よ
る
財
政
危
機
に

対
し
て
、
財
政
当
局
は
効
果
的
方
策
を
持
ち
え
ず
、　
一
時
し
の
ぎ
の

弥
縫
策
す
な
わ
ち
部
分
的
破
産
政
策
や
特
別
裁
判
所
（９

ヨヽ
０さ
ゃ

さ
いき
こ
の
設
立
を
断
行
す
る
が
、
そ
の
効
果
は
小
さ
い
も
の
で
あ

っ
た
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
経
済

。
金
融
の
マ
ク
ロ
的
視
角
を

欠
如
し
た
も
の
と
し
て
ま
ず
批
判
し
、
逆
の
方
向
か
ら
政
府
金
融

・

公
信
用
の
意
義
を
考
察
す
る
。
①
官
職
債
は
社
会
的
流
動
性
を
促
進

し
た
。
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
官
僚
化
さ
せ
、
や
が
て
は
貴

族
化
す
る
。
同
時
に
実
務
的
人
材
を
流
入
さ
せ
、
効
率
的
な
組
織
を

つ
く
り
出
し
、
官
僚
機
構
の
形
骸
化
を
阻
止
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時

期
に
目
立

っ
た
商
業
官
僚
の
創
出
は
規
制
の
強
化
で
は
な
く
、
従
来

か
ら
の
ル
ー
ル
（慣
行
）を
公
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
場
活
動
の

条
件
整
備
を
も
た
ら
し
た
。
②
年
金
公
債
は
実
に
幅
広
い
階
層
の

人
々
（貴
族

・
官
僚

・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
）
の
投
資
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
。

①

。
②
に
よ
り
吸
収
さ
れ
た
資
金
は
シ
ャ
ル
ジ
ュ
と

い
う
形
で
再
び

市
中
に
放
出
さ
れ
、
資
金
の
循
環
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
徴
税

金
の
地
域
還
流
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
的
に
は
国
庫
と
地
方
金
融
の

相
互
依
存
関
係
を
形
成
す
る
。

③
短
期
流
動
債
は
シ
ャ
ミ
ヤ
ー
ル
９

ヨヽ
Ｌ
゛
ヽ
財
務
総
監
期
（任

一

六
九
九
～

一
七
〇
八
）
に
激
増
し
、
そ
の
こ
と
は
公
信
用
お
よ
び
金
融

市
場
を
発
展
さ
せ
る
が
、　
一
七
〇
五
年
頃
か
ら
リ
ヨ
ン
金
融
決
済
市

場
は
投
機
市
場
と
化
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
過
剰
性
は

「正
貨
の
不
足
」

や
債
券
相
場
の
下
落
を
招
き
、
財
政
お
よ
び
金
融
基
調
を
不
安
定
か

つ
脆
弱
化
し
た
。
そ
し
て
、
準
公
的
信
用
と
い
え
る
大
金
融
業
者
サ

ミ
ュ
エ
ル
＝
ベ
ル
ナ
ー
ル
（で
ヨ

ｏヽ」
”
ｏミ

こヽ
）名
儀
の

「
Ｂ
＆
Ｎ
手

形
」
の
不
渡
り
に
端
を
な
す
リ
ヨ
ン
金
融
恐
慌
２

七
〇
九
年
）を
生

じ
さ
せ
る
に
至
る
。
そ
の
後
の
デ
マ
レ
Ｕ
６●ミ
薇
ｓ
総
監
期
（任

一
七

〇
八
～

一
五
）
に
は
有
カ
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ル

ジ
ャ
ン
ド
ル
金
庫
（
９
諄
ｏ
い
出
ｏミ
ａ
）
が
発
行
す
る
債
券
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
王
国
財
政
と
フ
ィ
ナ
ン
シ

エ
と
の
協
業
関
係
が
財
政
運
営
に
と

っ
て
不
可
欠
で
あ

っ
た
し
、
彼

ら
だ
け
で
な
く
多
様
な
有
力
資
産
家
が
公
信
用
市
場
を
支
え
て
い
た

こ
と
を
導
き
出
す
。
評
者
も
こ
の
協．
業．
関。
係。
と
い
う
と
ら
え
方
に
全

面
的
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

次
に
、
「
シ
ス
テ
ム
」
の
歴
史
的
位
置
付
け
の
問
題
が
重
要
で
あ

り
、
本
書
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
赤
羽
氏
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
「
シ
ス
テ
ム
」
は

一
人
世
紀
初
頭
の
経
済

・
金
融
危
機
を

解
消
す
べ
く
登
場
し
た
の
で
あ
り
、
本
来
財
政
的
機
能
が
な
く
、
金

融
的

・
商
業
的
機
能
し
か
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
財
政
危



機
の
緊
急
性
の
故
、
「
シ
ス
テ
ム
」
自
体
財．
嶼
目．
的．
化
し
、
す
な
わ

ち
機
能
転
化
し
て
崩
壊
に
至

っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
「
シ
ス
テ

ム
」
本
来
の
機
能
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
を
経
た
イ
ギ
リ
ス
で
機
能

す
る
先
進
的
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
絶
対
王
制
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
機

能
転
化
は
免
れ
え
な
い
と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
で
は
、
ま
ず
、
従
来
、
軽
視
さ
れ
て
き
た

ロ
ー
以
前
の
財
政
責
任
者
ノ
ア
イ
ユ
公
さ
ｏ
さ

ン
Ｓ

おヽ
い
と
ダ
ル
ジ

ャ
ン
ソ
ン
侯
ヨ

おヽ

おヽ
ヽ
ゞ
颯
０、
∽Ｓ

の
政
策
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、

前
者
に
よ
る
部
分
的
破
産
政
策
（固
定
債
務
の
切
り
捨
て
。
流
動
債
に

対
す
る
査
証
ヽ
こ
と
特
別
裁
判
所
の
設
立
が

一
定
の
有
効
性
を
持
ち

え
た
こ
と
と
、
正
貨
の
法
定
相
場
の
引
上
げ
策
と
有
カ
フ
ィ
ナ
ン
シ

エ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

「共
同
金
庫
」
Ω
諄
鷺

８
ヨ
ヨ
ヨ
ｏ
の
役

割
が
、　
一
七

一
六
年
設
立
の
ロ
ー
の

一
般
銀
行
”
ミ
理
ｏ
や
「ａ
『ヽ
お

に
よ
る
発
券
機
能
よ
り
も
景
気
回
復
に
貢
献
し
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

同
様
に
、
後
者
の
正
貨
引
上
げ
策
は

一
七

一
人
年
末
改
組
さ
れ
た
王

立
銀
行
”
コヽ
Ｏ
Ｒ

力
Ｑ

おヽ
よ
り
も
効
果
が
大
き
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
ロ
ー
が
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
株
式
投
機
ブ
ー
ム
は
、　
一

七
世
紀
末
以
来
の
公
信
用
市
場
の
成
熟
、
す
な
わ
ち
経
験
の
蓄
積
を

背
景
と
す
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
「
シ
ス

テ
ム
」
の
崩
壊
の
原
因
は
、
「
シ
ス
テ
ム
」
自
体
の
欠
陥
に
あ

っ
た

と
す
る
。
と
り
わ
け

「
シ
ス
テ
ム
」
末
期
に
銀
行
券
相
場
維
持
の
た

め
、
正
貨
の
段
階
的
連
続
的
引
下
げ
策
（デ
フ
レ
正
貨
政
策
）を
併
用

し
た
こ
と
が
致
命
的
で
あ
り
、
銀
行
券
の
過
剰
供
給
に
よ
る
信
用
低

下
と
い
う
点
で
そ
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

「
ン
ス
テ
ム
」
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
本
書
は
以
下
の
よ

う
に
結
論
す
る
。
「
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
国
庫

へ
の

一
括
徴
税
シ
ス

テ
ム
（銀
行
券
に
よ
る
徴
税
お
よ
び
徴
税
業
務
全
体
の
請
負
）
は
、
国
庫

と
地
方
金
融
の
相
互
依
存
関
係
を
破
壊
し
、
地
域
の
貨
幣
循
環
を
阻

害
し
、
国
庫
に
と
っ
て
も
高
リ
ス
ク

・
高
コ
ス
ト
で
あ

っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
徴
税
請
負
シ
ス
テ
ム
（徴
税
組
織
の
外
部
化
）
は
リ
ス
ク

回
避

の
効
率
的
収
税
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
シ
ス
テ
ム
」
は

一
極
集
中
的
統
制
型
の
集
権
的
徴
税

・
信
用
機
構

で
あ
り
、
地
方
的
経
済

・
金
融
を
考
慮
し
な
い
、
現
実
を
無
視
す
る

も
の
で
あ

っ
た
。
以
上
の
分
析
か
ら
、
本
書
は

「
シ
ス
テ
ム
」
は
決

し
て
先。
進．
的。
で。
―ょ。
な。
↑
、
無
節
操
な
も
の
と
結
論
す
る
。
「
シ
ス
テ

ム
」
は
金
融
的
専
制
主
義
的
な
抑
圧
的
金
融
シ
ス
テ
ム
貧
」ヽ
ミ
●ヨ
↓

で
あ
り
、
非
合
理
的
で
、
そ
れ
以
前
の
柔
軟
か
つ
効
率
的
で
合
理
的

な
シ
ス
テ
ム
と
対
比
さ
れ
る
と
す
る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
に
従
来
の

「
シ
ス
テ
ム
」
論
の
全
面
的
な
見
直
し
を
主
張
し
て
い
る
。

最
後
に
、
評
者
の
若
干
の
感
想
を
述
べ
た
い
。
本
書
は
、
複
雑
極

ま
り
な
い
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
制
の
財
政

・
金
融
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
経

済
の
マ
ク
ロ
的
視
角
を
踏
ま
え
て
動
態
的
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
全
体
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。
絶
対
王
制
の
研
究
に
寄
与
す
る

と
こ
ろ
極
め
て
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
く
に
、
こ
れ
ま



で
国
家
債
務
の
増
大
を
た
だ
マ
イ
ナ
ス
面
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
な
か

で
、
逆
に
プ
ラ
ス
効
果
の
面
を
論
証
し
た
意
義
は
大
き

い
。
た
だ
、

著
者
も
認
め
て
い
る
が
、
財
政
的
視
点
の
み
見
る
と
、
や
は
り
債
務

の
累
積
に
よ
る
財
政
破
綻
の
不
可
逆
性
に
は
変
化
が
な
い
と
思
わ
れ

る
。
と
な
れ
ば
、
「柔
軟
な
」
シ
ス
テ
ム
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
と
の
協

業
的
運
営
も
永
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
安
定
性
を
抱
え
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
絶
対
王
制
と
い
う
枠
組
を
崩
さ
ず
に
、

近
代
的
な
財
政

・
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
で

あ
ろ
う
が
。

ま
た
、
「
シ
ス
テ
ム
」
観
の
見
直
し
の
点
で
あ
る
が
、
評
者
が
思

う
に
、
従
来
の
研
究
は
ロ
ー
の
著
作
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
理
念
を

重
視
す
る
あ
ま
り
、
実
際
の

「
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
の
中
で
現
れ
た

投
機
ブ
ー
ム
と
そ
の
崩
壊
過
程
に
お
け
る
ロ
ー
の
政
策
に
つ
い
て
、

理
念
と
の
乖
離
と
い
う
理
由
か
ら
綿
密
な
分
析
を
怠

っ
て
い
た
傾
向

が
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
本
書
は
、
問
題
点
は
動
揺

・
収
縮
局

面
で
典
型
的
に
現
れ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
あ
く
ま
で
実
態
を
シ
ヴ

ィ
ア
に
分
析
し
、
「
シ
ス
テ
ム
」
に
内
在
す
る
問
題
点
を
え
ぐ
り
出

し
た
こ
と
は
、
評
者
を
含
め
従
来
の
研
究
に
反
省
を
促
す
も
の
と
受

け
と
め
た
い
。

さ
ら
に
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
書
が
絶
対
王
制
像
の
再

評
価
を
提
起
し
て
い
る
と
い
う
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
近
年
、

社
会
史

・
経
済
史
あ
る
い
は
国
制
史
に
お
い
て
、
革
命
に
よ
る
断
絶

よ
り
は
む
し
ろ
革
命
前
後
の
連
続
の
面
が
強
く
浮
か
び
上
が

っ
て
い

る
な
か
で
、
本
書
は
ま
さ
に
財
政

。
金
融
史
的
視
点
か
ら
そ
の
こ
と

の
論
証
を
試
み
た
と

い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
我
が
国
の
ア

ン
シ
ャ
ン
＝
レ
ジ
ー
ム
研
究
に
十
分
大
き
な

一
石
を
投
じ
た
と
い
え

レ｛
ｎヽノ。

評
者
は
学
生
時
代
よ
り
著
者
の
論
稿
に
接
し
、
大
い
に
学
問
的
刺

激
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
半
可
通
の
ま
ま
で
本
書
が

対
象
と
す
る
分
野
に
つ
い
て
の
知
見
が
未
熟
で
あ
り
、
著
者
の
意
図

を
十
分
正
確
に
汲
み
取

っ
た
か
は
な
は
だ
不
安
で
あ
る
。
理
解
不
足

の
点
に
つ
い
て
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
本
書
は
、
今
後
、

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
財
政

・
金
融
史
を
専
攻
す
る
者
に
と

っ
て
必
読
の

書
に
な
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

注
０
　
た
と
え
ば
、
遅
塚
忠
弟

「市
民
社
会
の
成
立
六
井
上
幸
治
編

『
フ
ラ
ン
ス

史
』
山
川
出
版
社
、　
一
九
六
八
年
）
、
三

一
二
～
三

一
三
頁
参
照
。

②
　
赤
羽
裕

「
ア
ン
シ

ア
ン

・
レ
ジ
ー
ム
論
序
説
」
（
み
す
ず
書
房
、　
一
九
七

八
年
）
。

（有
斐
閣
、　
一
九
九
五
年
八
月
、
そ
一
＋
三
二
五
頁
）

（た
ん
ご
　
す
す
む

。
西
南
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
　

５δ




